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「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
施
策
に
通
じ

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

林
市
長
（
以
下
林
）　

私
は
「
わ

が
子
に
帰
っ
て
こ
い
よ
と
言
え

る
ま
ち
を
つ
く
る
」
こ
と
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
施
策
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
京
の
大

学
に
進
学
し
て
い
た
私
に
、
両
親

か
ら
「
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
た
の
を
機
に
ふ
る
さ
と

に
戻
り
、
家
業
を
引
き
継
い
だ
経

験
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、
私
の
両
親
と
同
じ
よ
う

に
、わ
が
子
に「
帰
っ
て
こ
い
よ
」

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
ま
ち
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

石
川
理
事
長
（
以
下
石
川
）　

丹

波
市
は
阪
神
間
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
良
く
、
都
会
の
高
い
利
便
性

と
の
ん
び
り
し
た
田
舎
暮
ら
し

を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
で
す
。
ま
た
、
豊
か
な
山
々

に
囲
ま
れ
、
寒
暖
差
が
大
き
く
、

農
業
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
丹

波
市
に
は
こ
う
し
た
誇
れ
る
と

こ
ろ
は
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
丹
波
と
い
う
名
前
に

は
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
り
、
私
た

ち
は
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
青
年
会
議
所

で
は
市
長
の
「
帰
っ
て
こ
い

よ
」
施
策
に
通
じ
る
「
お
も

ろ
い
丹
波
に
帰
丹
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
企
画
を
始
動

し
、
平
成
29
年
か
ら
は
お
盆
の

時
期
に
水
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト

「
S
P
L
A
S
H
‼
丹
波
‼
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
５
回
目
の

開
催
と
な
る
今
年
は
通
常
の
ス

テ
ー
ジ
企
画
に
加
え
、
初
の
試

み
と
し
て
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
を

使
っ
た
結
婚
式
も
行
い
ま
す
。

人
が
集
ま
る
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
し
た
い
と
思
い
、
企

画
し
ま
し
た
。

林　
「
S
P
L
A
S
H
‼
丹
波

‼
」
の
企
画
な
ど
は
、
青
年
会
議

所
な
ら
で
は
の
若
者
ら
し
い
発

想
で
良
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

結
婚
式
を
す
る
と
い
う
ア
イ
デ

ィ
ア
も
素
晴
ら
し
い
。
知
人
が
山

頂
で
結
婚
式
を
し
た
が
、
こ
れ
も

斬
新
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
か
し
た
試
み
が
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ
丹
波
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
楽
し
み
。

石
川　

青
年
会
議
所
で
は
、

「
S
P
L
A
S
H
‼
丹
波
‼
」
実

行
委
員
会
以
外
に
も
ま
ち
の
発

展
を
め
ざ
し
て
、
質
的
価
値
創

造
委
員
会
、
丹
波
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
委
員
会
の
計
３
つ
の
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
質
的

価
値
創
造
委
員
会
は
、
ま
だ
注

目
さ
れ
て
い
な
い
丹
波
市
の
強

み
を
活
か
し
た
価
値
を
見
出
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
丹
波
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
委
員
会
で
は
、
観
光
目
線
で

ま
ち
自
体
を
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
か
、
丹
波
市

の
強
み
を
ど
う
見
せ
る
か
を
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

林　

観
光
に
つ
い
て
は
現
在
、

丹
波
の
森
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
交
流
が
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
」
と
の
関

係
を
深
め
る
こ
と
や
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
開
催
に
併
せ
た
観

光
客
誘
致
な
ど
に
力
を
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
起
業
者
を
応
援

し
て
い
る
B
I
Z
ス
テ
ー
シ
ョ

×石
い し か わ

川 毅
つよし

丹波青年会議所 52 代理事長
林
はやし

 時
と き ひ こ

彦
丹波市長

　丹波青年会議所が主催する人気のイベント「S
ス プ ラ ッ シ ュ

PLASH‼丹波 ‼」が５回目の節目を迎えるのを機に、市
のまちづくりの方針や、人口推移に対する見解などについて石川毅理事長と林時彦市長が対談しました。

丹波の夢・未来を語る

「SPLASH‼ 丹 波 ‼2023」 の 特 設 ス テ
ージで行われた結婚式
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の
世
代
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

丹
波
市
を
背
負
っ
て
い
く
と
い

う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

一
緒
に
丹
波
市
を
盛
り
上
げ
る

存
在
と
し
て
今
後
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

石
川　

ま
ち
づ
く
り
は
市
や
県

が
主
導
と
な
っ
て
行
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
青
年
会
議
所
で
は

青
年
な
ら
で
は
の
英
知
と
勇
気

と
情
熱
を
活
か
し
て
、
ま
ち
を

良
く
し
よ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
基
本
理
念
は
、「
明
る

い
豊
か
な
社
会
の
創
造
」
で
あ

り
、
社
会
に
よ
り
良
い
変
化
を

与
え
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
成
長
の
機
会
を
与
え
る
と

い
う
も
の
。
こ
う
し
た
理
念
の

も
と
、
ま
ち
を
良
く
す
る
取
組

を
進
め
、
ま
ち
を
良
く
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

ン
た
ん
ば
の
相
談
窓
口
で
は
、

令
和
４
年
度
の
起
業
相
談
件
数

が
３
８
２
件
あ
り
ま
し
た
。
起

業
件
数
は
令
和
元
年
度
の
11
件

か
ら
令
和
４
年
度
で
は
28
件
と

な
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
度
は
「
市

民
と
企
業
が
元
気
な
丹
波
市
」

や
「
子
育
て
世
代
・
現
役
世
代

が
魅
力
的
に
感
じ
る
丹
波
市
」

を
目
標
に
掲
げ
た
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

移
住
者
が
増
え
続
け
、
転
入
が

転
出
を
上
回
る

林　

丹
波
市
の
魅
力
と
し
て
美

し
い
田
舎
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

通
り
が
か
っ
た
人
に
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
気
持
ち
の
良
い
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
風
土
が
あ
る
と

こ
ろ
は
、
ほ
か
に
は
な
い
魅
力

で
す
。
顔
を
見
れ
ば
誰
の
子
ど

も
か
分
か
る
く
ら
い
地
域
の
つ

な
が
り
は
強
く
、「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
が
育
て
る
」
と
い
う

こ
の
ま
ち
の
風
土
は
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
川　

都
会
の
人
は
、
田
舎
の

風
景
ら
し
い
古
民
家
に
新
鮮
さ

や
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
人
は
多

い
で
す
ね
。
丹
波
市
を
訪
れ
る

観
光
客
は
そ
う
い
っ
た
景
色
や

感
覚
を
味
わ
い
に
来
て
い
る
印

象
で
す
。
私
は
丹
波
市
で
生
ま

れ
育
ち
、
高
校
卒
業
後
に
都
会

に
出
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

帰
っ
て
き
た
今
は
、
近
所
に
あ

る
山
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
な

ど
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
気
づ

く
こ
と
は
多
い
で
す
。
こ
う
い

っ
た
視
点
は
、
市
民
よ
り
も
移

住
者
の
方
が
敏
感
で
す
ね
。

林　

丹
波
市
は
移
住
者
が
増
え

続
け
て
い
て
、
昨
年
度
に
は
転

入
が
転
出
を
上
回
る
転
入
超
過

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
移

住
者
が
増
え
て
い
る
の
は
あ
り

が
た
い
し
、
ま
ち
に
も
活
気
が

出
ま
す
。
今
後
は
外
国
人
に
も

移
住
者
と
し
て
来
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

石
川　

都
会
で
暮
ら
す
魅
力
も

理
解
で
き
ま
す
が
、
子
育
て
世

代
に
な
る
と
ま
ち
へ
の
あ
こ
が

れ
よ
り
も
生
活
へ
の
あ
こ
が
れ

が
強
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

田
舎
は
都
会
よ
り
も
土
地
が
あ

り
、
大
き
な
家
を
建
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
私
の
周
り
に
は
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
き
た
人
が
多
い
で
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

は
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ち
の
活
気
を
絶
や
さ
な
い
た

め
に
も
引
き
続
き
移
住
者
が
増

え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

田
舎
で
は
玄
関
で
野
菜
が
と
れ
る

林　

田
舎
に
は
、
近
所
の
人
が

育
て
た
農
作
物
を
お
す
そ
分
け

と
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
魅
力

も
あ
り
ま
す
ね
。
い
つ
の
間
に

か
玄
関
に
野
菜
が
届
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、「
田
舎
で
は
玄
関
で

野
菜
が
と
れ
る
」
と
言
わ
れ
た

り
す
る
ほ
ど
。
都
会
へ
出
て
活

躍
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い

る
が
、
最
終
的
に
は
丹
波
市
を

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち

に
し
た
い
。
家
族
を
連
れ
て
丹

波
市
に
帰
っ
て
く
る
人
が
増
え

れ
ば
、
人
口
は
そ
の
分
増
加
し

ま
す
か
ら
。

石
川　

丹
波
市
に
や
っ
て
く
る

移
住
者
は
、
場
所
を
選
ば
す
に

仕
事
が
で
き
る
W
E
B
関
係
を

生な
り
わ
い業
に
し
て
い
る
人
が
多
い
で

す
。
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に

は
、
細
か
い
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て
P
R

を
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

丹
波
市
を
盛
り
上
げ
る
存
在
と

し
て
期
待

林　

青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
は

市
内
で
事
業
を
し
た
り
働
い
て

活
躍
し
て
い
る
。
私
が
進
め
る

「
帰
っ
て
こ
い
よ
と
言
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
政
策
に
お
い
て
理

想
の
よ
う
な
方
々
で
す
。
子
育

て
や
仕
事
で
忙
し
い
働
き
盛
り

盛り上がった「SPLASH‼ 丹波 ‼2023」

特
集
①
：
青
年
会

議
所
×
林
市
長

特
集
②
：
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

人

事

行

政

運

営

状

況

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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　奥地や傾斜が急で険しいことから、未整備となっ
ている森林の間伐や、人家裏の傾斜木などの危険な
木の伐採をするなどの、森林整備をしています。
　そのほか、地形や森林の状況によって、適切な森林整
備が行えるよう、様々なメニューを整えています。今後
も地域や所有者のニーズに応じた森林整備メニューを検
討し、森林環境譲与税の有効活用に取り組みます。

　昨年度の丹波市へ森林環境譲与税として割当てら
れた額は、9,616万円でした。森林環境譲与税は、「森
林整備」「人材育成」「木材利用」「普及啓発」の４
つの項目で、活用することができます。
　今年度に開校した山南中学校は、森林環境譲与税
を活用し、校舎の木質化を図ることで、木材利用の
促進をしています。

森林環境譲与税活用の４つの項目

危険木や未整備林の整備

丹波市の森林環境譲与税の使途内訳

人材育成
22万円

森林整備
7,370万円

森林環境譲与税を活用した緊急里山林整備事業により
整備した民家裏の斜面

森林環境譲与税活用の４つの項目

木材利用
3,000万円

普及啓発
440万円

（令和４年度）

普及啓発

木材利用

森林整備

人材育成

みんなで支えるみんなで支える
ふるさとの森づくりふるさとの森づくり

　林業関係者による森林づくり協議会を組織し、林
業に関する取組の意見交換や情報交流を行い、実効
性の高い取組を検討しています。

　林業関係の組織に従事する人のスキルアッ
プを目的に、講習会などの参加受講料などの
一部支援を実施しています。

森林づくり協議会 林業事業体等活動促進事業
森林環境譲与税活用の４つの項目 森林環境譲与税４つの活用項目02

人材育成
02

人材育成

01
森林整備

　森林には、国土の保全、地球温暖化防止など様々な機能があり、私たちの生活に恩恵をもたらしてい
ます。しかし、森林の機能を十分に発揮させるための間伐など、適切な森林整備が課題となっています。
　そこで、森林整備に必要な地方の財源として、国から全国の市町村へ「森林環境譲与税」が割当てら
れています。今回は丹波市の森林環境譲与税の使い方などについて紹介します。

　 農林振興課（春日庁舎内）☎ 88‐5029問
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　平成 29年３月に廃校となった旧神楽小学校
では、株式会社フォレスト・ドアが「森の情報
発信基地」をコンセプトに事業を展開してい
ます。今年４月には同施設内にプライベート
サウナ付きの一棟貸しの宿、ウッドヴィラ「心
楽 -S

し ぐ ら

HIGURA-」がオープンしました。
　このほかにも、地元製材業者による「丹波
の木の直売所」や、森林整備の相談ができる

「森の相談所」、市内木工業者による木製玩具
の展示・販売など、様々な木材資源を体感で
きます。
　里山の風景のもとで、忙しい日常を離れて、
木に触れ、木で遊び、木に包まれる特別な体
験をすることができます。

ウッドヴィラ「心楽 -SHIGURA-」

　近年では、「自分の山がどこにあるかわか
らない」「具体的な整備の仕方がわからない」

「山の手入れには経費がかかるのでは」など
の悩みを持つ森林所有者が増えています。こ
うした悩みに対して、行政への「橋渡し役」
として林業普及推進員を配置しています。

　市では出生児を対象に「木育」の視点から、
市内の木工業者が丹波市産のスギやヒノキを
使用して製作した木製玩具をプレゼントして
います。

ゾウセット 記念プレート

木のスプーン

林業普及推進員
森林環境譲与税活用の４つの項目

森林環境譲与税活用の４つの項目
ハッピーバース応援ギフト事業

　市では公共施設において、丹波市産材を積極的に活用する方針を定めた「丹
まごころ

の木づかいプラン」
に基づき、公共施設の木造・木質化を推進する取組を行っています。

道の駅　丹波おばあちゃんの里
物産館とフードコートには丹波
市産の木材を使用。

東アフタースクール
柱や天井、床などに丹波市産
の木材を使用。

■木造・木質化に取り組んだ事業

山南中学校
各教室や体育館などに丹波市産
の木材を使用。ランチルームの
内装の一部には檜皮葺を使用。

公共施設の木造・木質化
森林環境譲与税活用の４つの項目03

木材利用

04
普及啓発

04
普及啓発

積み木セット 木のボックスチェア

F
フ ォ レ ス ト

OREST D
ド ア

OOR- 旧神楽小学校 - 
企業による地域材活用の事例を紹介
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マイナンバーカード
Individual

 Number Card

マイナンバーカードはできあがるまでに約１
カ月かかります。

８月 25 日（金）    柏原住民センター
８月 29 日（火）    山南住民センター
８月 30 日（水）    ライフピアいちじま
９月  ５日（火）　山南住民センター
９月  ６日（水）　ライフピアいちじま
９月  ８日（金）　春日住民センター

市民課休日申請窓口
■とき / ８月 26 日（土）、９月 23 日（土）
※両日ともに午前９時～正午

　市役所職員が自宅を訪問し、マイナンバーカー
ドの申請や受け取り手続きを手伝います。

■内容 / ①マイナンバーカードの申請手続き②マ
イナンバーカードの受け取り手続き
■対象 / 高齢者、障がいのある人、介護を受けてい
る人など、自力で市役所に来庁することが困難な人
■利用の流れ / 下記のとおり
①訪問を希望する日の１週間前までに、電話で予
約してください。
②市民課から通知を発送しますので、確認して当
日まで大切に保管してください。
③訪問の当日に、職員が２人で自宅に伺います。
④後日、市役所からマイナンバーカードを書留郵
便で送付します。

自宅で！
マイナンバーカードの手続きサポート隊！

①予約の電話受付後に市民課から郵送した通知
②通知カード（所有者のみ）
③本人確認書類２点
顔写真有１点＋顔写真なし１点

（例：免許証（運転経歴証明書）＋健康保険証）
または顔写真なし２点（例：健康保険証＋介護保険証）

手続き時に必要なもの
①交付申請書※ QR コード付き
②通知カードまたは個人番号通知書
③本人確認書類２点
顔写真有１点＋顔写真なし１点

（例：免許証（運転経歴証明書）＋健康保険証）
または顔写真なし２点※通知カードが必要

（例：健康保険証＋介護保険証＋通知カード）

申請時に必要なもの

住民センター

マイナンバーカード申請会を開催
　
　マイナンバーカードの写真撮影と申し込みを
サポートするマイナンバーカード申請会を下記
の日程で行います。予約は不要です。また、同
様のサポートは市民課窓口でも行っています。
必要書類を持参のうえ、お越しください。

写真撮影を行いますので、必ず本人が来場し
てください。

15 歳未満や成年被後見人の人は必ず法定代
理人と一緒に来場してください。

　
　書類がそろっていない場合は完成したマ
イナンバーカードを自宅に送付することが
できず、市役所窓口でのカード受け取りに
なる場合があります。

マイナンバーカード申請会では

最大 5,000 円分 7,500 円分 7,500 円分

マイナンバーカードを新規取得し、
20,000 円までのチャージまたは買い物で

健康保険証としての
利用申込みで

公金受取
口座の登録で

総務省
ホームページ

丹波市
ホームページ

マイナポイント第２弾の申込期限は９月末まで

　マイナポイント第２弾の申込期限は、９月末までです。マイナポイン
トの申込期限、決済またはチャージ期限に注意し、早めに手続きください。
■対象者 / 令和５年２月末までにマイナンバーカードの申請をした人
■申込期限 / ９月末※早期に終了する決済サービスもあります。

最大２万円分貰える！

受け取りはお早めに！

商工振興課（春日庁舎内）☎ 74‐1464問

マイナンバーカード
市民課 （本庁舎内）☎ 82‐2002申問
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H P

H P

　厚生労働省では、９月 10 日から 16 日の１週
間を「自殺予防週間」と定め、だれもが自殺に
追い込まれることのない社会の実現に向けて、
啓発活動を行っています。
　不安やイライラ感が増してこころのバランス
が崩れたり、眠れない・食欲がない・だるいな
ど、体の調子がすぐれない人もあるかもしれま
せん。そんなときには、つらさやしんどさを誰
かに聞いてもらうことで、少し気持ちが落ち着
くことがあります。
　また、身近な人の表情や言動がこれまでと違
うなど、気になることはありませんか。相談窓
口や医療機関の受診が必要な場合があるかもし
れませんので、一人で抱え込まず、気軽に相談
してください。

■電話相談　※受付時間がそれぞれ異なります
こころの健康相談統一ダイヤル 0570‐064‐556
丹波健康福祉事務所 73‐3654
丹波市こころとからだの健康ホットライン 82‐4707
よりそいホットライン 0120‐279‐338
兵庫県いのちと心のサポートダイヤル 078‐382‐3566
■相談窓口
丹波市健康課健康増進係 88‐5750
丹波市福祉まるごと相談※フリーダイヤル 0800‐200‐3393

　
　誰もが自分らしく生きやすい社会の実現に向
け、自身の「性」のあり方において生きづらさを
感じている人たちやその周囲の人を対象として、
特設電話相談窓口を開設しました。秘密厳守・匿
名可能です。一人で悩まず、まずは相談ください。

■対象者 / 市内在住、在勤、在学の性的マイノリ
ティの人やその家族など
■申込方法 / 電話または申込フォームで事前申込
■相談日時 / 月～金曜日　午前９時～午後５時
※祝日、年末年始を除く
■相談方法 / 市役所に来庁し、相談室
で専門相談員との電話による相談を行い
ます。（1 回 30 分まで）※来庁が困難な
場合は自宅などから電話による相談も可。

　
　性的マイノリティの人々の情報交換、相談の場を
提供している前田良

りょう

さんによる講演会を開催します。

■とき /10 月６日（金）午後７時～８時 30 分
■ところ / 春日住民センター　大会議室
■演題 / 僕は父親になった～自分らしく生きること～
■定員 /50 人
■講師 /L

ラ イ ク

ike m
マ イ セ ル フ

yself 代表　前田良
りょう

さん
■申込方法 / 電話または申込フォーム
で申し込み

こころの変化に気をつけよう！

自殺予防週間です
性的マイノリティ

特設電話相談を開設

性別違和を乗り越え自分らしく生きる

性の多様性を考える講演会

H P

H P

問健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750 問人権啓発センター（氷上住民センター別館）
☎ 82‐0242

問人権啓発センター（氷上住民センター別館）
☎ 82‐0242

チェックはこちらから→

自分のこころの状態を「こころの体温計」
でチェックしてみませんか？

申

申

申込フォーム

申込フォーム

■ポストコーンが外れている ■デリネーターが倒れている

通報フォーム

道路の損傷等を見つけたら道路の損傷等を見つけたら
スマホスマホでで通報通報をを！！

　道路の陥没（穴）やガードレールの破損、グ
レーチング蓋の盗難などを発見した際、スマー
トフォンから写真や位置情報を送信して通報す
ることができます。通報内容を市で確認し、必
要に応じて対応します。※緊急を要する通報は、
直接、道路整備課に電話で連絡ください。

　道路整備課（春日庁舎内）☎ 74‐2550問

政フラッシュ政フラッシュ市市　　　表示のものは、市ホームページ（https://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P

みなさんの通報が道路損傷の素早
い把握と適切な道路管理につなが
ります。協力をお願いします！
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H P

　
　JR 加古川線沿線の車両や路線、駅舎などを撮
影し、インスタグラムで魅力を発信するフォトコ
ンテストを開催します。

■テーマ /JR 加古川線（谷川駅～西脇市駅）の魅
力を伝える
■応募資格 / 誰でも参加可能で１人５点まで※１投
稿につき写真１点※未成年は保護者の同意が必要
■応募方法 / ①インスタグラムで「＠ jr_kakosen_
love」をフォロー②撮影した写真のキャプション
にタイトル、撮影場所、応募用ハッシュタグ「＃
加古川線を愛そうフォトコン」を記入して投稿
■応募期限 /12 月 28 日（木）
■賞品 / 入賞者には副賞として丹波市と
西脇市の特産品詰め合わせセットを贈呈
特別賞２点（１万円相当）、優秀賞２点

（７千円相当）、佳作３点（３千円相当）
■そのほか / 詳しい応募条件や規約
などはインスタグラムまたはホーム
ページで確認ください。

＃加古川線を愛そうフォトコン

JR 加古川線フォトコンテスト
　 ふるさと定住促進課（本庁舎内）☎ 88‐5360問申

政フラッシュ政フラッシュ市市H P　　表示のものは、市ホームページ（https://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。

　市内の駅から、定期券を使用して通勤・通学
する人が、駅周辺の月極駐車場を利用する場合、
駐車場利用料金の全額または一部を助成します。

■助成金額 / 利用料金の全額※上限月額 3,000 円
■助成対象 / ①駅周辺の月極駐車場を契約して
いる②鉄道の定期乗車券を購入し、市内の駅か
ら通勤・通学をしている
■申請期間 /
４月～９月分：９月１日（金）～ 29 日（金）
10 月～翌年３月分：令和６年３月１日（金）
～ 29 日（金）
■申請方法 / 次の①～③をふるさと定住促進課
または各支所に提出してください。
①申請書②駐車場を利用した期間の定期券の写
し③駐車場利用料金の領収書の写し
※市営駐車場の契約者で、市による駐車場利用
料金の納付確認に同意している場合は、領収書
の提出を省略することが可能です。

鉄道利用をおトクに

駅周辺の駐車利用料金を助成
H P

問ふるさと定住促進課（本庁舎内）☎ 88‐5360申

インスタグラム

ホームページ

人工透析治療目的の

通院交通費を助成します
H P

　
　人工透析治療を目的とした通院に対して、交
通費の一部を助成します。

■対象 / 次のいずれにも該当する人
①市内在住のじん臓機能障害による身体障害者
手帳の所持者で、人工透析治療を受けている人
②人工透析治療のため、自家用車またはタクシ
ーを含む公共交通機関を利用し通院している人
③治療を受ける本人が市民税非課税の人
④生活保護法による医療扶助の移送費、そのほ
かの法令などにより通院交通費の給付を受けて
いない人
■助成金額 / 距離などに応じて月額 500 円～ 
5,000 円以内　※３月～８月通院分
■必要書類 / 人工透析治療通院費助成金交付申
請書兼請求書、領収書の写し（通院先医療機関発
行分、タクシーを含む公共交通機関利用分、それ
ぞれ各月１回分）　※新規申請者のみ通院証明書
■申請期間 / ９月１日（金）～ 29 日（金）

申問 障がい福祉課（本庁第２庁舎内）☎ 88‐5262　
　９月から、金融機関などの窓口やコンビニでの
支払いのほか、納入通知書記載のバーコードから
スマホ決済が可能になります。

■対象／上下水道料金を納入通知書で納付している人
■利用可能なスマホアプリ／ LINEPay、PayPay、
auPay、PayB、楽天銀行アプリ、ゆうちょ Pay、
J‐CoinPay、ｄ払い

　
　任期満了に伴い新しい農業委員会の委員が決定しま
した。農地の貸借や転用、農地に関する相談は担当の
農業委員、農地利用最適化推進委員まで連絡ください。

■任期／令和５年７月から３年間
■そのほか／詳しくは農業委員会だ
よりなどでお知らせします。　

上下水道料金の

スマホ決済が可能に

農地に関する相談を担当する

農業委員会の委員が決定

H P

H P

問上下水道お客様センター（春日庁舎内）☎ 88‐5107

問農業委員会事務局（春日庁舎内）☎ 74‐1504

委員一覧
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市
長
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林
時
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の

時
を
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け
る

　　

第
27
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式

野
球
選
手
権
大
会
は
、
全
国
か
ら
大

会
史
上
最
多
の
58
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
７
月
22

日
か
ら
兵
庫
県
丹
波
市
お
よ
び
淡
路

市
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
両
市
の

会
場
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
16
チ
ー
ム

が「
女
子
高
校
野
球
の
聖
地
丹
波
市
」

の「
つ
か
さ
グ
ル
ー
プ
い
ち
じ
ま
球

場
」
に
集
ま
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。「
夏
の
熱
い
戦

い
」
は
、
全
試
合
W
E
B
中
継
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
女
子
高
校
野
球

の
魅
力
と
感
動
を
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
、
一
層
の
盛
り
上
が
り
の
あ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
決
勝
戦
に
お
き
ま
し
て

は
、
各
関
係
団
体
様
、
各
企
業
様
の

お
力
添
え
に
よ
り
、
高
校
球
児
の
あ

こ
が
れ
の
舞
台「
阪
神
甲
子
園
球
場
」

で
、
三
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
観
客
の
皆
様
と
中
継
を
ご

覧
の
皆
様
の
も
と
で
、
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
会
長
で
あ

る
私
だ
け
で
な
く
、
選
手
の
皆
様
、

関
係
者
の
皆
様
に
と
っ
て
も
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

優
勝
は
、
神
戸
弘
陵
学
園
高
等
学

校
、
準
優
勝
は
、
岐
阜
第
一
高
等
学

校
で
し
た
が
、
両
校
と
も
に
、
初
戦

か
ら
決
勝
戦
に
至
る
ま
で
、
い
く
つ

も
の
好
プ
レ
ー
や
固
い
絆
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
見
る
者
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
大
会
に
出
場
さ
れ
た
全
て
の
チ
ー

ム
の
選
手
、
監
督
、
コ
ー
チ
、
学
校

関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
闘
に
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
応
援
団
や
観
客
の
皆
様
、

熱
い
声
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

丹
波
市
は
、
全
日
本
女
子
野
球
連

盟
か
ら「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
女
子

野
球
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し

て
参
り
ま
す
。
来
年
の
夏
も
女
子
高

校
野
球
の
聖
地
で
あ
る
丹
波
市
で
、

女
子
高
校
球
児
の
皆
様
の
元
気
あ
ふ

れ
る
す
が
す
が
し
い
プ
レ
ー
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

第
27
回
全
国
高
等
学
校
女

子
硬
式
野
球
選
手
権
大
会

一　

高こ
う
だ
に
や
ま

谷
山
に　

あ
か
ね
さ
し　

　
　
　

あ
お
ぐ
瞳ひ

と
み

は　

輝か
が
や

い
て    

     　

希き

ぼ

う望
を
胸む

ね

に　

元げ

ん

き気
よ
く　

　
　
　

学ま
な

び
の
道み

ち

を　

進す
す

み
ゆ
く　
　

　
　

わ
れ
ら
竹た

け
や
ま山
小し

ょ
う
が
っ
こ
う

学
校

二　

清き
よ

き
流な

が

れ
の　

竹た
け
だ
が
わ

田
川

　
　
　

四し

き季
の
花は

な
ば
な々　

う
る
わ
し
く

　
　

め
ぐ
み
の
大だ

い

ち地　

ふ
み
し
め
て　

　
　
　

新あ
ら

た
な
道み

ち

を　

拓ひ
ら

き
ゆ
く　

　
　

わ
れ
ら
竹た

け
や
ま山
小し

ょ
う
が
っ
こ
う

学
校

三　

西に
し

を
あ
お
げ
ば　

五ご
だ
い
さ
ん

台
山

　
　
　

大お
お
ぞ
ら空
青あ

お

く　

澄す

み
渡わ

た

り

　
　

高た
か

き
理り

そ

う想
を　

い
だ
き
つ
つ

　
　
　

平へ

い

わ和
な
郷さ

と

を　

築き
ず

き
ゆ
く

　
　

わ
れ
ら
竹た

け
や
ま山

小し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校　

　

竹
田
小
学
校
と
前
山
小
学
校
が
統
合

し
、
令
和
６
年
４
月
に
開
校
す
る
竹
田
・

前
山
統
合
小
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
と
校

歌
歌
詞
の
原
案
が
決
定
し
ま
し
た
。
校
章

デ
ザ
イ
ン
は
２
９
７
点
、
校
歌
の
歌
詞
は

１
２
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
校
章
デ
ザ
イ
ン
（
案
）

■
校
章
の
作
者
／
菅
野
薫か

お
る

さ
ん
（
山
形
県

在
住
）

■
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
／
竹
の
よ
う
に
し
な

や
か
で
強
く
ま
っ
す
ぐ
に
、
礼
儀
正
し
く

育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し

た
。
左
右
二
本
の
竹
は
高
谷
山
や
五
台
山

を
意
味
し
た
山
の
形
に
つ
な
ぎ
、
竹
田
小

と
前
山
小
の
統
合
を
象
徴
。
二
校
の
和
を

竹
田
川
と
五
瀬
川
を
表
わ
す
三
本
の
線
で

表
現
。
三
枚
の
竹
の
葉
は
膨
ら
み
を
持
た

せ
た
形
に
し
て
小
の
字
を
形
成
し
、
優
し

く
健
や
か
な
成
長
を
表
現
。
六
つ
の
節
は

学
年
、
放
射
状
の
線
は
子
ど
も
た
ち
の
明

る
い
未
来
や
希
望
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

■
校
歌
作
詞
者
／
飯
田
英ひ

で
の
り範
さ
ん
（
新
潟

県
在
住
）

■
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
想
い
／
高
谷
山
、

五
台
山
、
竹
田
川
な
ど
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
学
校
で
、
勉
強
や
運
動
に
励
ん
で

ほ
し
い
。
ま
た
、
先
人
に
感
謝
し
、
郷
土

を
愛
し
て
、
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
、
高
い
理
想
を
も
っ
て
平
和

な
社
会
を
築
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

H P

竹
田
・
前
山
統
合
小
学
校
の

竹
田
・
前
山
統
合
小
学
校
の

校
章
・
校
歌
の
原
案

校
章
・
校
歌
の
原
案
がが
決
定
決
定

教
育
総
務
課
（
山
南
庁
舎
内
） 

☎
70
‐
０
８
１
０

問

◇
校
歌
歌
詞
（
案
）

特
集
①
：
青
年
会

議
所
×
林
市
長

特
集
②
：
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

人

事

行

政

運

営

状

況

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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（1）職員の任免及び職員数に関する状況

①職員の任免の状況（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）
＊採　用　 47 人
＊退　職　28 人（勧奨退職を含む）

②職員数に関する状況
 ◆部局・役職別職員数の状況（令和 4 年４月１日現在、相当職を含む）

部長 次長 課長 副課長 係長 主幹 主査 主事 技能労務 特定
任期付 医師 計

市 長 部 局 11 2 36 19 67 104 72 111 17 1 1 441

消 防 本 部 1 1 3 4 13 9 27 28 86

上下水道部 1 3 1 6 5 10 8 3 37

会 計 課 1 1 2 1 1 2 8

教育委員会 1 2 2 3 11 14 5 9 11 2 60

議会事務局 1 1 1 1 1 5

監 査 委 員 事 務 局 1 1 1 3

農業委員会事務局 1 1 1 1 4

派 遣 2 1 2 1 1 5 12

計 16 5 50 28 102 137 118 160 36 3 1 656

 ◆部門別職員数の状況

　　　　　　　　区　分
部　門

職員数（R3･R5 は参考）
備　　考

R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1

一 般
行政部門

一 般
管 理

議 会 5 5 5
総 務 128 131 131 ６支所を含む
税 務 27 26 26
労 働 0 0 0
農 林 水 産 42 36 36
商 工 21 16 15
土 木 49 48 48

福 祉
民 生 83 84 88
衛 生 58 59 58

特 別
行政部門

教 育 74 75 73
消 防 86 86 87

普通会計小計 573 566 567

公営企業
部門

病 院 9 9 9 国保診療所
水 道 21 20 20
下 水 道 16 17 16

そ の 他 27 32 31 国保、介保
農済（R2 ～閉鎖）

小 　 　 計 73 78 76

派　遣　職　員 13 12 12 氷上多可衛生事務組合
看護専門学校（H31 ～）

合　　　　　計 659 656 655
※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有
する休職者、派遣職員、任期付職員、特定任期付職員、再任用職員
を含み、会計年度任用職員などを除いています。
※特別職を除いています。

(2) 職員の退職管理の状況

　地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律（平
成 26 年法律第 34 号）が平成 29 年４月１日から施行されました。
同法による改正後の地方公務員法では、地方公務員の退職管理の
適正を確保するため、退職管理に関する規定が新たに設けられま
した。改正後の法の趣旨に基づき、市においても退職管理の適正
を確保する取り組みを行っています。

(3) 職員の人事評価の状況
　
①「丹波市職員人事評価実施規程」により実施
②「丹波市消防吏員勤務評定実施規程」（試験（一般学科、消防学
科、論文））により実施

(4) 職員の給与の状況

①職員給与費の状況（令和 4 年 4 月 1 日現在）
令和 4 年度普通会計当初予算（職員手当には退職手当を含まない）

職員数
( 人 ) Ａ

給　　与　　費　（千円） 1 人当たり給与費
B/A(12 ヵ月 )給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

551 2,101,470 506,755 797,202 3,405,427 6,180 千円

②職員の平均給料月額および平均年齢の状況（令和 4 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均年齢 平均給料
  月額

  平均給与    
   月額 備　考

一 般 行 政 職 41.8 歳 313,506 円 366,367 円
技 能 労 務 職 52.5 歳 329,856 円 363,006 円 給 食 調 理 員、 環 境 整 備 員 等
教 育 職 49.6 歳 415,750 円 446,989 円 指導主事
消 防 職 38.3 歳 294,866 円 361,598 円

※平均給料月額…職種毎の職員の基本給の平均です。
※平均給与月額…職種毎の職員の基本給と毎月支払われる扶養手当、
住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額との合計の平均です。

③職員の初任給の状況（令和 4 年 4 月 1 日現在）

区　　分 一般行政職 年齢 技能労務職
   ( 給食調理員 )

技能労務職
  ( 環境整備員 )

高　校　卒 158,900 円 18 歳 156,800 円 161,500 円

短　大　卒 169,800 円 20 歳 167,400 円 173,100 円

大　学　卒 185,200 円 22 歳 179,900 円 187,400 円

④ラスパイレス指数の状況

令和 4 年度 ラスパイレス指数…地方公務員と国家公務員の
給与水準を国家公務員の職員構成を基準として、
職種毎の経験年数別、学歴平均給料月額を比較
し、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の
地方公務員の給与水準を示したものです。96.7

丹波市の人事行政の運営等の
状況を公表します

　市の人事行政の運営等の状況（職員の給与等）については、毎年その内容を公表することになっています。
令和４年度の主な内容をお知らせします。※会計年度任用職員等を除く

H P

（人）

（人）

 職員課（本庁舎内）  ☎ 82‐0722 問
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⑤職員手当の状況（令和 4 年 4 月 1 日現在）

区　　　分 内　　　容

期 末 勤 勉
手 当

支給割合 期　末 勤　勉 計

6 月 1.20 月分 0.95 月分 2.15 月分

12 月 1.20 月分 0.95 月分 2.15 月分

計 2.40 月分 1.9 月分 4.30 月分

＊職制上の段階、職務の級等による加算措置
   役職加算　5 ～ 10％

地 域 手 当

なし
ただし、兵庫県後期高齢者医療広域連合派遣職員
および兵庫県消防防災航空隊派遣職員（神戸市）
は支給割合 12％　

扶 養 手 当

配偶者 6,500 円　
子 1 人につき 10,000 円
※満 16 歳の年度始め～満 22 歳の年度末までの子
の加算額各 5,000 円
その他の扶養親族　１人につき 6,500 円

住 居 手 当
借家居住者月額 16,000 円を超える家賃を支払って
いる職員に支給。
最高 28,000 円

管理職手当

部長相当職（医師職）　　　　80,000 円　　
　　　　　  （医師職を除く）　70,000 円
次長相当職（医師職）　　　　65,000 円　
　　　　　  （医師職を除く）　55,000 円
課長相当職　　　　　　　　  45,000 円　　
副課長相当職　 　　　　　　 35,000 円

管理職員特
別勤務手当

（１）管理職員が臨時または緊急、その他の公務
の運営の必要により週休日または休日等に勤務し
た場合に役職に応じて支給。
勤務 1 回につき　部長、課長相当職 6,000 円　
                                  副課長相当職         4,000 円

（２）管理職員が災害への対処その他の臨時また
は緊急の必要により週休日または休日等以外の日
の午前零時から午前 5 時までの間であって正規の
勤務時間以外の時間に勤務した場合に役職に応じ
て支給。
勤務１回につき　部長、課長相当職 5,000 円
　　　　　　　　副課長相当職　　 3,000 円

特 殊 勤 務
手 当

主な手当
・下水管渠内作業手当　作業 1 日につき 1,000 円以内
・小動物死体処理作業手当     作業 1 回につき 1,000 円以内
・出動手当（消防吏員）災害出動 1 回 400 円以内
　　　　　　　　　　   救急出動 1 回 500 円以内

時 間 外
勤 務 手 当

＊時間外勤務 1 時間につき
（平日）午前 5 時～ 8 時 30 分　　　　　　  125％
（平日）午後 5 時 30 分～ 10 時　　　　　　125％
（平日）午後 10 時～翌朝 5 時　　 　　　　  150％
（平日 60 時間超）午前 5 時～ 8 時 30 分 　    150％
（平日 60 時間超）午後 5 時 30 分～ 10 時　   150％
（平日 60 時間超）午後 10 時～翌朝 5 時 　　175％
（週休日）午前 5 時～午後 10 時　　　　　   135％
（週休日）午後 10 時～翌朝 5 時　 　    　  　160％
（週休日 60 時間超）午前 5 時～午後 10 時　 150％
（週休日 60 時間超）午後 10 時～翌朝 5 時　 175％

通 勤 手 当

交通機関利用者　運賃などの相当額

自動車など通勤者
＊（片道）1km 以上   3km 未満 1,000 円～   2,100 円
＊（片道）3km 以上 10km 未満 2,900 円～   5,800 円
＊（片道）10km 以上 60km 未満 7,300 円～ 29,800 円
＊（片道）60km 以上　　　　　　　    31,600 円

退職
手当

（支給率）

自己
都合

勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 勤続 35 年 最高限度

19.6695 28.0395 34.7355 39.7575 47.709

勧奨
勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 勤続 35 年 最高限度

24.586875 33.27075 40.80375 47.709 47.709

※退職手当は、兵庫県市町村職員退職手当組合に加入しているので、
支給率は本組合の支給率（月数）です。

⑥特別職等の給料・報酬の状況（令和 4 年 4 月 1 日現在）

区　　　　　　　　　　分 給料・報酬月額

給 料

市長 877,000 円

副市長 698,000 円

教育長 627,000 円

報 酬

議長 467,000 円

副議長 383,000 円

常任委員長 372,000 円

常任副委員長 362,000 円

議会運営委員長 372,000 円
議会運営副委員長 362,000 円
議員 346,000 円

期 末 手 当
支 給 割 合

市長・副市長・教育長  6 月　1.85 月分
12 月　1.95 月分

議長・副議長・常任委員長・常任副委員長・
議会運営委員長・議会運営副委員長・議員

 6 月　1.85 月分
12 月　1.95 月分

(5) 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　
　　①一般職員の一週間の勤務状況
　　　＊正規の勤務時間 38 時間 45 分　
　　　＊勤務時間  午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　　　＊休憩時間  正午～午後１時　
　　②休暇の種類
　　　＊年次休暇　20 日以内　  
　　　＊病気休暇　90 日以内
　　　＊介護休暇　＊組合休暇　＊特別休暇（産前産後休暇、夏季休暇など）

(6) 職員の休業に関する状況
　　
　　①休業の種類
　　　＊育児休業　＊育児短時間勤務　＊部分休業　＊介護休業
　　②休業の取得状況 （令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）
　　　＊育児休業　20 人（うち男性の取得 6 人）
　　　＊育児短時間勤務　1 人　＊介護休業　0 人
　　　＊部分休業　17 人（うち男性の取得 2 人）

(7) 職員の分限及び懲戒処分の状況 （令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）
　　
　　①職員の分限処分の状況　 分限処分　休職 22 件（7 人）
　　②職員の懲戒処分の状況　懲戒処分　戒告 0 件（0 人）、減給 0 件（0 人）、
　　　　停職 0 件（0 人）、免職 0 件（0 人）

(8)  職員の研修の状況
　　
　　◎兵庫県自治研修所（監督職、中堅職員、市町管理職など　60 人）
　　◎丹波公務能率推進協議会（業務改善、市民応対の基礎、プレゼンテーションなど   158 人）
　　◎兵庫県（交付税事務、法制執務、栄典事務、地方公営企業会計制度など     40 人）
　　◎丹波市人権・同和教育協議会（丹の里人権のつどいなど　39 人）
　　◎丹波市（新入職員、情報公開・個人情報保護など　723 人）
　　◎消防職員（兵庫県消防学校の教育研修、救急救命士養成研修、救急救命士生涯研修）

　
(9) 職員の福祉および利益の保護の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）
　　①職員の福祉の状況
　　　・公務災害等の認定状況　公務災害 9 件　通勤災害 1 件
　　②職員の利益の保護の状況
　　　＊休暇の取得状況　年次休暇　10.5 日（1 人当たり / 令和 4 年分）
　　　＊病気休暇　30 人（7 日以上）
　　　＊産前産後休暇　6 人
　　　＊介護休暇　1 人
　　　
(10) 公平委員会の報告事項
　　
　　①勤務条件に関する措置の要求の状況　0 件
　　②不利益処分に関する審査請求の状況　　3 件

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
①
：
青
年
会

議
所
×
林
市
長

特
集
②
：
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

人

事

行

政

運

営

状

況

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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お
知
ら
せ

る
よ
う
、
日
曜
日
に
乳
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
15
日
（
日
）

■
と
こ
ろ
／
ミ
ル
ネ
健
診
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
60
人
、
乳
腺
エ
コ
ー
検
査
40
人

■
料
金
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

撮
影
：
７
，
８
０
０
円
、
乳
腺

エ
コ
ー
：
６
，
６
０
０
円
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
撮
影
＋
乳
腺

エ
コ
ー
：
１
４
，
４
０
０
円

※
年
度
末
に
41
歳
以
上
の
奇
数

年
齢
の
人
は
、
受
診
券
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間
／
９
月
１
日
（
金
）

～
９
月
29
日
（
金
）
※
先
着
順

■
申
込
方
法
／
ミ
ル
ネ
健
診

セ
ン
タ
ー
に
電
話
申
込
☎
88
‐

５
６
７
１
※
受
付
時
間
：
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
平
日
）

　

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ

ル
ネ
内
）
☎
88
‐
５
７
５
０

緑
化
資
材
の
提
供
事
業
・

助
成
団
体
二
次
募
集
（
県
）

■
対
象
／
道
路
沿
線
や
公
共
的

な
空
間
で
花
壇
づ
く
り
な
ど
を

行
っ
て
い
る
自
治
会
・
老
人
会
・

一
日
合
同
相
談
会

行
政
な
ど
へ
の
苦
情
や
意
見
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分

か
ら
な
い
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

複
数
の
相
談
が
あ
る
場
合
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
1
カ
所
で
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
丹
波
市
一
日

合
同
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
２
日
（
月
）
午

後
１
時
～
４
時
※
受
付
は
午
後

3
時
30
ま
で

■
と
こ
ろ
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ホ
ー
ル

■
相
談
内
容
／
①
土
地
、
建
物

全
般
に
関
す
る
相
談
②
遺
言
、
相

続
等
の
申
請
書
お
よ
び
公
正
証

書
の
作
成
に
関
す
る
相
談
③
税

に
関
す
る
相
談
④
労
災
、
雇
用
保

険
、
年
金
な
ど
に
関
す
る
相
談

⑤
行
政
機
関
へ
の
苦
情
・
要
望

　
　

総
務
課
（
本
庁
舎
内
）
☎

82
‐
１
０
０
２

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

平
日
に
検
診
を
受
け
に
行
き
に

く
い
女
性
が
検
査
を
受
け
ら
れ

未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
試
験
会
場
／
兵
庫
県
内
の
指

定
す
る
場
所

■
採
用
時
期
／
令
和
６
年
３
月

下
旬
～
４
月
上
旬

　
　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力

本
部
柏
原
地
域
事
務
所
☎
72
‐

１
９
４
９

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
講
座

地
域
と
学
校
の
協
働
、
地
域
づ

く
り
を
支
え
る
図
書
館
の
役
割
、

P
T
A
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
参
加
者
同
士
で
学
び
合
う
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
８
月
26
日
（
土
）、
９

月
10
日
（
日
）、10
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ
／
市
民
プ
ラ
ザ　
　

■
そ
の
ほ
か
／
詳

細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
（
丹
波
ゆ
め
タ

ウ
ン
内
）
☎
82
‐
８
６
８
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
緑
化
活
動
グ
ル
ー
プ

■
助
成
内
容
／
一
年
草
と
多
年

草
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
苗
木
・

苗
花
・
肥
料
の
現
物
支
給
※
１
団

体
年
間
９
５
０
ポ
イ
ン
ト
ま
で

■
募
集
期
限
／
９
月
29
日
（
金
）

■
提
出
先
／
都
市
住
宅
課
（
春

日
庁
舎
内
）
☎
74-

２
３
６
４

　

丹
波
土
木
事
務
所
ま
ち
づ
く

り
建
築
課(

丹
波
県
民
局
内)

☎

73
‐
３
８
６
１

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
・
自

衛
官
候
補
生
募
集

◇
一
般
曹
候
補
生

■
試
験
日
／
一
次
試
験
９
月
15

日
（
金
）
～
18
日
（
月
）、
二
次

試
験
10
月
14
日（
土
）～
17
日（
火
）

■
試
験
内
容
／
一
次
：
筆
記
試

験
・
適
性
検
査
、
二
次
：
口
述

試
験
・
身
体
検
査

■
申
込
期
限
／
９
月
５
日
（
火
）

◇
自
衛
官
候
補
生

■
試
験
日
／
９
月
中
旬
、
11
月

上
旬
、
12
月
上
旬
、
１
月
中
旬
、

２
月
中
旬

■
試
験
内
容
／
筆
記
試
験
、
口

述
試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

■
申
込
期
間
／
常
時
、
最
終
令

和
６
年
２
月
８
日
（
木
）

■
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳

問

広告

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

申
問

申
問

問

問

ホームページ

募
集
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ら
受
付　
　

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春
日
文

化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐
１
０
５
０

「
第
21
打
！
和
太
鼓
フ
ェ
ス
タ
”

地
響
”」
出
演
チ
ー
ム
募
集

和
太
鼓
フ
ェ
ス
タ
の
出
演
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
／
令
和
６
年
1
月
21
日

（
日
）
午
後
１
時
開
演

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち

じ
ま
大
ホ
ー
ル

■
募
集
数
／
８
チ
ー
ム
程
度

■
申
込
方
法
／
出
演
申
込
書
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
チ
ー
ム
の
集
合
写

真
１
枚
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
／
９
月
18
日
（
月
）

午
後
５
時
ま
で
※
応
募
数
が
８

チ
ー
ム
を
大
幅
に
超
え
た
場
合

は
実
行
委
員
会
・
専
門
部
会
で

協
議
、
選
考
し
、
結
果
は
決
定

通
知
を
発
送
し
ま
す
。

■
参
加
料
／
５
，
０
０
０
円　

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春
日

文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐
１
０
５
０

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
演
奏
希

望
者
は
楽
器
（
管
楽
器
、
リ
コ
ー

ダ
ー
、
お
も
ち
ゃ
の
楽
器
な
ど
）

を
持
っ
て
公
演
当
日
の
午
後
０

時
30
分
に
ホ
ー
ル
前
の
ロ
ビ
ー

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春
日

文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐
１
０
５
０

金
子
三み

ゆ

じ

勇
士
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル

■
と
き
／
10
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち

じ
ま
大
ホ
ー
ル

■
出
演
／
ピ
ア
ニ
ス
ト　

金
子

三
勇
士

■
料
金
／
一
般
２
，
０
０
０
円

（
当
日
２
，５
０
０
円
）、学
生
１
，

０
０
０
円（
当
日
１
，５
０
０
円
）

※
全
席
指
定
席

※
学
生
は
専
門
学
校
生
を
含
む
大

学
生
以
下
と
し
、
購
入
時
に
学
生

証
な
ど
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
予
約
／
８

月
20
日
午
前
９
時
か
ら
春
日
文

化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販
売

※
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
は
同
日
午
前
10
時
か

ら
、
電
話
予
約
は
午
後
２
時
か

共
同
代
表　

上
杉
聰さ

と
し

さ
ん

■
定
員
／
40
人
程
度

■
申
込
方
法
／
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
10
月
11
日
（
水
）

　
　

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
82

‐
１
０
６
４　

82
‐
４
０
８
６

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
公
演

■
と
き
／
10
月
15
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２
時

開
演

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち

じ
ま
大
ホ
ー
ル

■
出
演
／
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
、
市
島
・
氷
上
・

春
日
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

■
料
金
／
５
０
０
円
（
当
日

６
０
０
円
）、
全
席
自
由
席
※
３

歳
以
上
は
有
料
、
３
歳
未
満
で
も

座
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
春
日
文
化

ホ
ー
ル
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
、
イ
ー
プ
ラ
ス
※
電
話

予
約
は
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
そ
の
ほ
か
／
出
演
者
と
一
緒

に
「
聖
者
の
行
進
」
を
演
奏
す
る

歴
史
講
座
「
明
治
後
期
に
お

け
る
氷
上
郡
会
議
員
と
そ
の

周
辺
」

■
講
師
／
神
戸
大
学
大
学
院
人

文
学
研
究
科　

出
水
清き

よ
の
す
け

之
助
さ
ん

■
と
き
／
９
月
９
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時　

■
と
こ
ろ
／
青
垣
住
民
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室　
　

■
そ
の
ほ
か
／
申
込
不
要
。
講

座
終
了
後
、
古
文
書
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
山

南
庁
舎
内
）
☎
70
‐
０
８
１
９

部
落
史
が
わ
か
る
第
２
回
人

権
歴
史
講
座

小
中
学
生
が
使
う
教
科
書
の
記

述
変
化
や
そ
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
部
落

問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
17
日
（
火
）
午

後
７
時
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

■
演
題
／
教
科
書
の
な
か
の
部

落
問
題
～
そ
の
大
き
な
変
化
か

ら
考
え
る
こ
と

■
講
師
／
市
民
の
た
め
の
人
権
大

学
院
・
じ
ん
け
ん
S

ス

コ

ラ

C
H
O
L
A

問

広告

申
問

F

申込フォーム

申
問

申
問

申
問

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
①
：
青
年
会

議
所
×
林
市
長

特
集
②
：
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

人

事

行

政

運

営

状

況

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
「
マ
マ
の

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
タ
イ
ム
」
21

日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
前
11

時
30
分
※
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー

集
会
室

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

わ
か
ば
教
室
「
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動

会
」
29
日
（
金
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
合
同
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

■
と
き
／ 

８
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分　

■
と
こ
ろ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ

ル
ネ
２
階

■
申
込
先
／
各
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

♪
こ
う
が
や
ま
児
童
館

☎
82
‐
８
６
２
０

「
み
ん
な
お
い
で
よ
児
童
館
」

■
と
き
／
10
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
※
要
申
込

■
申
込
期
間
／
９
月
25
日
（
月
）

～
10
月
９
日
（
月
）

◆
共
通
事
項
／
講
座
の
参
加
は
、

各
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

講
座
の
ほ
か
に
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

す
く
す
く
広
場
「
楽
し
く
学
ぼ

う
！
S
D
G
ｓ
～
み
ん
な
で
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
～
」７
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
８
６
８
９

み
ん
な
の
広
場
「
み
ん
な
で
踊

ろ
う
！
Zズ

ン

バ

U
M
B
A
」15
日（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
※
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ホ
ー
ル

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

ス
マ
イ
ル
☆
マ
マ
さ
ん
「
２
カ

月
か
ら
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
タ
ッ
チ

～
ベ
ビ
ー
期
か
ら
し
っ
か
り
し

た
親
子
の
絆
作
り
～
」14
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

マ
マ
美
講
座
「
な
お
ト
レ
体
操
」

15
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
低
＝
小
学
校
低
学
年

小
＝
小
学
生　

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

９
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼
▼

16
日
（
土
） 

午
前
10
時
30
分  

小
▼

23
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
B

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
１
１
１

16
日
（
土
）
午
前
11
時 

幼
～
小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
６
１
１

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

８
日
（
金
） 

午
前
10
時
30
分 

幼

※
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ち

ー
た
ん
ル
ー
ム
▼
23
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分  

幼
～
小
低
※
山

南
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼

～
小
▼
23
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分 

幼
～
小
低

９
月
の
子
育
て

　
　
　

関
連
情
報

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

図 
書 
館

美と鑑賞の憩いの場　　－美術館通信－

７７月月８８日 （土） ～　日 （土） ～　８８月月 2727 日 （日）日 （日）　　

知ってる？丹波ゆかりの  
美術コンクール展

　本展では、「ジャパン・エンバ美術コンクール」
や「青垣 2001 年日本画展」、「春日水彩画展」など
当館や丹波市にゆかりのある美術公募展関連の作
品を中心に紹介します。近年から現在にかけて活
躍してきた作家の個性的な作品を楽しみください。

休館のお知らせ

　令和６年の開館 30 周年に向けて美術館
全体の改修工事を実施し、下記の期間中は
臨時休館します。
■期間 / ９月～令和６年 1 月末までの半年間
■そのほか / 安全確保のため、２階研修室

（ギャラリー）などの利用も休止します。

児
童
館

　 　植野記念美術館　☎ 82-5945
●住所 / 氷上町西中 615‐４●開館時間 / 午前 10 時～
午後５時（入館は午後４時 30 分まで）●休館日 / 月曜
日●観覧料 / 一般 400 円、大学・高校生 300 円、小・
中学生 200 円（ココロンカード利用可、20 人以上団体
割引、小学生未満は無料）

申問
I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram を開設しました

随時、情報を発信して
いますので、ぜひ見て
ください！
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出産前後の国民年金保険料が免除になります

◆
共
通
事
項
／
申
込
者
が
３
人

以
上
の
場
合
に
開
催
し
ま
す
。

※
要
電
話
予
約
。

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
13
日
（
水
）
①
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
②
午
後
１
時

～
３
時

■
定
員
／
各
回
８
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
絵
付
け
し
た
い
ガ

ラ
ス
製
品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ

ト
の
図
案

○
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル

■
と
き
／
15
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
／
16
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
21
日
（
木
）
①
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
②
午
後

１
時
～
３
時

■
定
員
／
各
回
４
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

糸
紡
ぎ
体
験

■
と
き
／
９
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

■
定
員
／
10
人 
※
要
電
話
予
約

■
参
加
費
／
１
，
２
０
０
円

親
子
で
体
験
！
森
の
恵
み
を

五
感
で
楽
し
も
う

香
り
の
す
る
樹
木
の
枝
葉
を

蒸じ
ょ
う
り
ゅ
う
留
し
、
天
然
の
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
オ
イ
ル
と
フ
ロ
ー
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
と
き
／
17
日
（
日
）
午
後
１

時
～
４
時

■
と
こ
ろ
／
水
分
れ
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
対
象
／
小
学
生
以
上
の
児
童

●次回の出張年金相談（完全予約制）
■とき / ９月７日（木）
■ところ / 氷上住民センター
■予約期間 / ８月１日（火）～８月 31（木）まで
■定員 /14 人
■予約先 / 西宮年金事務所☎ 0798‐33‐2944
※自動音声が流れますので、２を押して「職
員にご用の方」を選択してください。
※当日は年金証書、年金手帳など基礎年金番
号の分かるものを持参ください。
※本人以外の場合は、委任状を持参ください。

　国民年金第１号被保険者の方が出産すると
き、産前産後の国民年金保険料が免除になりま
す。単体妊娠の場合、出産予定日または出産日
が属する月の前月から４カ月間国民年金保険料
が免除になります。また、多胎妊娠（２人以上
の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合、出産予定日
または出産日が属する月の３か月前から最大６
か月間の国民年金保険料が免除されます。
　届出は、出産予定日の６か月前からできます。
免許証などの本人確認書類、基礎年金番号また
はマイナンバーがわかるもの、出産予定日のわ
かる母子健康手帳（出産後は不要）を持参のうえ、
市民課または各支所の窓口で申請してください。

　市民課（本庁舎内）☎ 82‐6690問

nen       kin

年  金

生
徒
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
20
人
程
度

■
参
加
費
／
一
人
３
０
０
円
※

入
館
料
込
み
、
未
就
学
児
は
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
。

現
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
の
あ
る
人

は
、
毎
年
「
現
況
届
（
所
得
状

況
届
）」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
７
月
下
旬
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
８
月
上

旬
に
必
要
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

手
当
の
支
給
が
停
止
し
ま
す
。

ま
た
、
２
年
間
提
出
が
な
い
場

合
に
は
、
受
給
資
格
が
喪
失
し

ま
す
。

■
提
出
期
限
／
児
童
扶
養
手

当
：
８
月
31
日
（
木
）、
特
別
児

童
扶
養
手
当
：
９
月
11
日
（
月
）

■
提
出
先
／
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所

丹
波
布
伝
承
館

☎
80
‐
５
１
０
０
火
曜
休
館

９
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

 

水
分
れ
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
82
‐
５
９
１
２
月
曜
休
館

お
知
ら
せ

廃食油を使用した
エコキャンドル

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
①
：
青
年
会

議
所
×
林
市
長

特
集
②
：
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

人

事

行

政

運

営

状

況

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南住民センター、
青住＝青垣住民センター、ラ＝ライフピアいちじま、春住＝春日住民センター、
本＝本庁舎、本２＝本庁第２庁舎、春庁＝春日庁舎、市プ＝市民プラザ、健ミ＝
健康センターミルネ、春福＝春日福祉センター、山福＝山南福祉センター、丹健
＝丹波健康福祉事務所

電話の掛け間違いがないようご注意ください！

９月の相談
種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後

５時 15 分
消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日☎ 188

行
政 行政相談 ６日（山住）、11 日（本）、14 日（青住）、19 日（春住）

20 日（柏住）、21 日（ラ）午後１時 30 分～３時 30 分 総務課☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 ４日（春住）、14 日（氷住）午後１時 30 分～４時 柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176常設相談所 水（祝日除く） 午前９時～午後４時 神戸地方法務局柏原支局

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064
七日市会館☎ 74‐2310出張 11 日（柏住）午後１時 30 分～４時

女性のための悩み相談

13 日 （市プ）、①午前 10 時 10 分～、②午前 11 時 10 分～、
③午後１時～、21 日（市プ）、①午後１時 30 分～、②午後
２時 30 分～、③午後３時 30 分～　※各回 50 分、予約優先、
託児有（要予約）

男女共同参画センター
☎ 82‐8684

配偶者等からの暴力
（DV）相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分 丹波市 DV 相談支援センター

☎ 86‐8730

法
律

行政書士による
無料相談会 ２日 午後１時 30 分～４時 市プ 県行政書士会摂丹支部 ( 足立 )

☎ 87‐1601

無料登記法律相談 21 日 午後１時 30 分～４時 柏住
岸部事務所☎ 74‐2352
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

不動産無料相談会 12 日 午後１時 30 分～４時 市プ 県宅地建物取引業協会三田・丹波
支部（足立）☎ 090-1716-9075

福
祉

もの忘れ医療相談日 26 日※要予約 午後２時～４時
本２ 高齢者あんしんセンター

☎ 88‐5267高齢者権利擁護相談日 14 日※要予約
午前 10 時～正午

認知症介護者のつどい「ほっと」27 日 氷住

身体障がい者相談 13 日（ラ）　午後１時 30 分～３時

障がい福祉課☎ 88‐5263知的障がい者相談 13 日※前日正午
までに要予約 午後１時 30 分～３時

※オンライン相談可 本２こころの健康相談
（障がい福祉）

28 日※前日正午
までに要予約

福祉まるごと相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後
５時 15 分 本２ 社会福祉課

※フリーダイヤル☎ 0800-200-3393家計改善相談 11 日（本２）、20 日（本２）午後１時～４時

健
康 健康・栄養相談

４日（柏住）、19 日（青住）、20 日（ラ）、25 日（春住）
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時　※要予約
※「減塩相談」同時開催　

健康課☎ 88‐5750

医
療

夜間医療健康相談 年中無休
午後７時～午前０時 電話相談

丹波市夜間医療健康相談ホットライン
☎ 0120‐737‐180

小児救急医療相談 年中無休　午後５時 30 分～翌午前８時 /
土日祝年末年始　午前８時～翌午前８時

子ども医療 ( 小児救急医療 ) 電話
相談窓口☎ 78‐9290

若
者

ニート・
ひきこもり相談

通常 平日（祝日除く）午前 10 時～午後４時 子ども・若者サポートセンター
☎ 86‐7101出張 ５日（氷住）、12 日（春住）、19 日（市プ）、26 日（柏住）

午前 10 時～午後 4 時
農
業 農地相談 12 日（山住）（ラ）、13 日（氷住）（青住）、14 日（柏住）

（春庁）午後１時 30 分～２時　※前日までに要予約 農業委員会事務局☎ 74‐1504

雇
用

出張職業相談 ７日（本２）、14 日（本２）、15 日（青住）、21 日（本２）、
28 日（本２）午後１時 30 分～ 4 時

丹
まごころ

ワークサポートたんば
☎ 74‐3660

キャリア相談 火・水・木（祝日除く）※要予約
午前９時～午後５時※１回 50 分 春庁 予約先☎ 080-4233-8530

心理相談 月（祝日除く）※要予約
午前９時～午後５時※１回 50 分
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高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
考

え
よ
う

　

９
月
15
日
は
、
老
人
福
祉
に

関
し
て
理
解
を
深
め
、
老
人
の

生
活
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
促
進
す
る「
老
人
の
日
」で
す
。

　

令
和
５
年
度
高
齢
社
会
白
書

に
よ
る
と
、
総
人
口
に
お
け
る

65
歳
以
上
人
口
の
割
合
（
高
齢

化
率
）
が
29
％
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
人
口
の
増
加
と
共
に
、

家
族
や
介
護
者
に
よ
る
暴
力
や

暴
言
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
財
産
を

無
断
で
処
分
す
る
な
ど
の
高
齢

者
虐
待
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
社
会
全

体
が
正
し
い
理
解
を
持
っ
て
見

守
り
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

尊
重
し
支
え
合
い
な
が
ら
共
生

す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
理
解
や
関
心

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷
上
住
民

セ
ン
タ
ー
別
館
）
☎
82
‐
０
２
４
２

運
動
習
慣
で
快
眠
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う

　

運
動
習
慣
が
あ
る
人
は
不
眠

が
少
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
運
動

す
る
こ
と
で
寝
つ
き
が
よ
く
な

り
、
深
い
睡
眠
が
得
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
し
か
し
、激
し
い
運
動
は
、

筋
肉
の
疲
れ
や
自
律
神
経
の
興

奮
な
ど
に
よ
り
睡
眠
を
妨
げ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
良
い
睡
眠
の

た
め
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽

い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
負
担
が
少

な
く
長
続
き
す
る
よ
う
な
有
酸

素
運
動
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

快
眠
を
促
す
運
動
は
、
就
寝

の
３
時
間
く
ら
い
前
ま
で
が
ベ

ス
ト
で
す
。
ま
た
、
快
眠
を
維

持
す
る
た
め
に
は
運
動
を
習
慣

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自

分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
毎
日
続
け

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

よ
り
良
い
眠
り
は
心
身
の
健

康
や
日
々
の
活
力
の
源
で
す
。

適
度
な
運
動
を
習
慣
化
し
、
快

眠
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課 （
春
日
文

化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐
５
０
５
７

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

ニ
セ
の
警
告
画
面
や
警
告
音

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
中
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
画
面
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
」
な
ど
の
警
告
画
面
や
警
告

音
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
画
面
に
載
っ
て
い
る

連
絡
先
に
電
話
を
か
け
さ
せ
、

対
策
ソ
フ
ト
の
購
入
や
有
償
の

サ
ポ
ー
ト
契
約
を
迫
る
詐
欺
の

手
口
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
相
手
の
不
安
を
あ
お
り
契

約
さ
せ
る
事
案
が
多
い
で
す
。

　

警
告
画
面
や
警
告
音
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
状
態
を
正
確
に
伝
え
て
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
冷
静
に

対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

す
ぐ
に
連
絡
先
に
電
話
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も

し
電
話
を
か
け
て
し
ま
っ
て
も
、

指
示
さ
れ
る
が
ま
ま
に
契
約
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
内
）
☎
82
‐
０
９
９
６    

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

問

問 消
費
生
活
ニ
ュ
ー
ス

人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

く
ら
し
に
安
全
を

こ
ん
に
ち
は
！

い
き
い
き
げ
ん
き
に
！

　
　
　
　

高
齢
者
学
級
だ
よ
り

柏
原
木
の
根
大
学

俳
句
教
室
～
仲
間
と
学
び
合
う
楽
し
い
ひ
と
と
き
～　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

柏
原
木
の
根
大
学
の
俳
句
教
室
は
、
足
立
幸ゆ

き
の
ぶ信
先
生
の
指
導
の
も

と
、「
17
音
に
込
め
ら
れ
た
世
界
を
愉た

の

し
む
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
月
第

３
木
曜
日
の
午
後
に
16
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

歳さ

い

じ

き

時
記
に
載
っ
て
い
る
珠
玉
の
季
語
を
見
つ
け
、
四
季
折
々
の
自

然
を
詠
む
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
を
大
切
に
し
て
仲
間
と
句
の
良

さ
を
語
り
合
う
の
が
大
変
面
白
く
感
じ
ま
す
。
先
生
の
俳
句
話
に
耳

を
傾
け
、
新
た
な
学
び
と
発
見
が
で
き
る
の
も
、
教
室
の
魅
力
の
一

つ
で
す
。
ま
た
、
毎
回
「
今
日
の
1
句
」
を
紹
介
し
合
い
な
が
ら
、

言
葉
が
持
つ
お
も
し
ろ
さ
や
豊
か
さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
俳
句
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■基本事項

実施日 毎月第３木曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

場　所 柏原自治会館

対　象 市内在住のおおむね 60 歳以上

会　費 3,000 円 / 年会費

     市民活動課　☎ 82-0409問

申
問

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
①
：
青
年
会

議
所
×
林
市
長

特
集
②
：
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

人

事

行

政

運

営

状

況

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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図書館
library 問中央図書館 ☎ 82‐7100

　おすすめ図書
一般書 児童書

　ベストリーダー情報（7 月１日～ 7 月 31 日）

一般書 児童書

順位  　本 の 名 前 作　 者
１ 審議官 今野 敏
２ 教誨 柚月 裕子
３ 署長シンドローム 今野 敏
４ 墨のゆらめき 三浦 しをん
５ かがみの孤城 辻村 深月

『１冊３分で読めるコツがゼロから身につく！ 瞬
読見るだけノート』
山中　恵美子／著
宝島社（2023.3）

『ふしぎいっぱい！学校の木』
高柳　芳恵／文・写真　　　
偕成社（2023.1）

右脳を使った速読法「瞬読」を実
践すると、読書の概念が変わり、仕
事の処理能力が速くなる。瞬読のマ
スター法と瞬読を活用した勉強法と
ノート術を、イラストでわかりやす
く紹介。思考力・発想力・読解力
を鍛えるドリルも収録。

学校でよく見られる木の観察のポ
イント、葉っぱや枝、実を使った
あそび・実験を紹介。あそびや実
験に使える木を自分でさがせるよ
う、それぞれの木の姿、葉っぱ、花、
実について図鑑的に掲載。

日  月  火  水  木  金  土    
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

×…全館休館日

９月
図書館カレンダー

××
××

××

順位  　本 の 名 前 作　 者
１ 給食室のいちにち 大塚 菜生
２ よるのあいだに… ポリー・フェイバー
３ うまれてくるよ海のなか 高久 至
４ 化石のよぶ声がきこえる へレイン・ベッカー
５ バムとケロのそらのたび 島田 ゆか

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
70
‐
０
８
１
９

　

写
真
は
春
日
町
黒
井
地
区
の
民
家

に
保
管
さ
れ
て
い
た
百
年
以
上
前
の

広
告
チ
ラ
シ
で
す
。「
黒
井
實じ

つ
ぎ
ょ
う業
特と

く

別べ
つ

大だ
い

勉べ
ん

強き
ょ
う

團だ
ん

」
と
タ
イ
ト
ル
が
あ

り
、
52
店
舗
の
情
報
が
ぎ
っ
し
り
と

か
か
れ
て
い
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、
一
番
多
い
広

告
は
呉
服
関
係
で
す
。
染
物
、
織
物

工
場
、
繭ま

ゆ

売
買
や
古
着
屋
な
ど
、
８

軒
も
あ
り
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
薬

店
で
「
虫
お
ろ
し
」
や
「
ま
く
り
」

の
宣
伝
が
多
く
、
寄
生
虫
の
駆
除
が

時
代
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
中
に
、
黒
井
地
区
な
ら
で

は
の
広
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
家
原は

ら

重じ
ゅ
う

兵べ

衛え

の
大だ

い

神し
ん

明め
い

湯と
う

で
す
。「
赤
井

直
政
公
伝
来
、
産
前
後
・
血
の
道
の

大
妙
薬
」
と
あ
り
ま
す
。
赤
井
（
荻

野
）
直
正
は
戦
国
武
将
と
し
て
有
名

で
あ
る
と
同
時
に
、
薬
に
詳
し
か
っ

た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

伝
承
が
生
き
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
宣

伝
文
句
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
黒
井
を
本

店
と
す
る
黒
井
銀
行
と
絲い

と

屋や

銀
行
と

 

丹
波
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
内
順
子

が
並
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　

絲い
と

屋や

銀
行
は
明
治
二
十
八
年

（
１
８
９
５
）
に
設
立
さ
れ
、
明
治

三
十
七
年
（
１
９
０
４
）
に
は
北
海

道
深
川
支
店
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
北
海
道
で
さ
ら
に
事
業
を
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
を
も
と
に
、
黒
井
地

区
自
治
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
当
時

の
商
店
街
を
地
図
上
で
復
元
し
ま
し

た
。な
く
な
っ
た
店
も
あ
る
も
の
の
、

た
く
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
楽

し
い
作
業
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
文
書
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
広

告
チ
ラ
シ
も
百
年
以
上
の
時
を
経
る

と
歴
史
史
料
と
な
り
得
る
の
だ
と
、

実
感
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ

ま
ち
か
ど
文
化
財

歴史探訪

問

百
年
以
上
前
の
広
告
チ
ラ
シ

××



19　　 2023.8 たんば

健康生活
healthy life 問健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750問健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750

うま味成分を含むトマトを煮崩すのが美味しくす
るポイントです。また、ごはんを雑穀ごはんにす
ると食物繊維も一緒に摂取できておすすめです。

  

材
料
（
２
人
分
）

①フライパンに砂糖と油を入れて、中火で１分
ほどよく熱し、玉ねぎを加えてしんなりとする
まで炒める
②①へトマトと厚揚げ、Ａを加えて炒め合わせ、
トマトが煮崩れするまで 4 ～ 5 分ほど煮たら、
青ネギを加えて火を止める
③器にごはんを盛り、②をのせる

つ
く
り
方

感
染
症
を
予
防
し
よ
う

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
気
温
の
変

化
が
激
し
く
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
の
種
類
が
入

れ
替
わ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
は
、
手
足
口
病
や
プ
ー
ル
熱
な
ど

が
多
い
で
す
が
、
秋
に
か
け
て
気
温
と

湿
度
が
ぐ
ん
と
下
が
る
こ
と
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の

感
染
症
が
流
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ど
の
感
染
症
も
ウ
ィ
ル
ス
を
体
内
に
入

れ
な
い
こ
と
が
基
本
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
は

空
気
が
乾
燥
し
た
環
境
に
多
く
存
在
し
、

喉
や
鼻
の
粘
膜
に
付
着
し
て
増
え
て
い
き

ま
す
。
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
う
が
い
と

手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
免
疫
力
を
高
め
て
丈
夫
な
体

を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
体
温
と
免

疫
力
は
深
く
関
係
し
て
お
り
、
体
温
が

下
が
る
と
免
疫
力
も
下
が
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
朝
遅
く
起
き
る
と
体
温
上

昇
の
ピ
ー
ク
が
ず
れ
た
り
、
朝
食
が
と

れ
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
で
き
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
は
、
低
体
温
に
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と
り
、
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
、
大
人
も
子
供
も
体
調
管

理
に
気
を
配
り
、
免
疫
力
を
高
め
て
秋

冬
へ
の
準
備
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
内
）

☎
88
‐
５
７
５
０

１人分 エネルギー：約 459kcal・食塩相当量：1.1g・調理時間：約 15 分
　　　　　　　　　  ※日本食品標準成分表 2020 版 ( 八訂 ) を基に計算

厚揚げのトマト炒めのっけごはん

厚揚げ (1cm 幅に切る ) 200g
トマト (8 等分のくし切り ) 中２個
玉ねぎ (1cm 幅の薄切り ) 1/2 個
青ネギ ( 小口切り ) ３本
植物油 大さじ 1/2
砂糖 大さじ 1/2
A    ナンプラー 大さじ 1/2
 　  おろしにんにく 小さじ 1/2
ごはん 茶碗２杯分
（   

問

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
み
ん
な
の
食
育

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
食

育
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
５
回
目
）

～
青
年
期
の
健
康
は
朝
ご
は
ん
か
ら
～

　

青
年
期
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
、
生
活
が
大
き

く
変
わ
り
や
す
い
時
期
で
す
。
食
事
時
間
が
不
規

則
に
な
り
、
健
康
上
の
課
題
も
生
じ
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
実
施
し
た
食
育
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
成
人
の
割
合

は
80.

８
％
で
し
た
が
、
若
い
年
代
ほ
ど
、
毎
日

朝
食
を
食
べ
る
割
合
は
低
く
、
20
歳
代
で
は
56.

３
％
で
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
人
は
11.

５
％
で

し
た
。

　

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
、
臓
器
が
し
っ
か
り
目

覚
め
、
活
動
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
体
や

脳
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
補
給
さ
れ
、
睡
眠
時
に
下
が

っ
た
体
温
が
上
昇
し
、
や
る
気
と
集
中
力
が
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
代
謝
が
上
が
る
こ
と
で
、

太
り
に
く
い
体
に
な
る
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

朝
食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
習
慣
化
し
て
い
る
人
も
、

朝
食
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
10
分
早
起
き
し
て
、

食
べ
る
時
間
を
作
る
な
ど
、
朝
食
を
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

朝
食
は
体
の
リ
ズ
ム
を
整
え
て
く
れ
る
目
覚
ま

し
時
計
で
す
。
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

朝
ご
は
ん
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
一
皿
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
ご
は
ん

を
紹
介
し
ま
す
。
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すすくくっっぴぴとと

丹波竜化石工房 2023 夏期特別展

「鳥
ち ょ う ば ん る い

盤類展～植物食恐竜のホネの秘密～」

　丹波竜化石工房で９月３日まで夏期特別展を
開催しています。恐竜が進化の過程で発達した
骨の特徴などを学ぶことができ、恐竜では珍し
く子育てをしていたと推測されるマイアサウラ
骨格標本は、実物の化石が約４割含まれており、
子育ての様子を再現しています。
　来館者は「実物の化石標本を見ることができて
感動しました。マイアサウラの子どもは小さくて
可愛かった。」と目を輝かせながら話しました。

マイアサウラ親子の化石標本に見入る子ども

水かけ合い、愛を誓った

「S
ス プ ラ ッ シ ュ

PLASH !! 丹波 !! 2023」を開催

結婚式で来場者から水鉄砲の手荒い祝福を受ける芹
せりかわ

川夫妻

　８月 6 日、丹波年輪の里で一般社団法人丹波
青年会議所主催の水遊びイベント「SPLASH‼ 丹
波 ‼2023」が開催されました。会場では水鉄砲
の打ち合いなどの、水を使った催し物が行われ、
屋台なども多数出店し、市内外から多くの来場
者でにぎわいました。
　５回目となる今年のテーマは「愛」で、特設
ステージで大阪府茨木市の芹

せ り か わ く に ひ ろ

川邦洋さん、優
ゆ う

さ
んの結婚式が行われ、大勢の前で祝福を受けま
した。

船城ふるさと祭りが 50 周年

記念講演に尾木ママが登場

　８月５日、「尾木ママ」の愛称で親しまれて
いる教育評論家、尾木直樹さんの講演会が春
日文化ホールで催されました。船城地区自治協
議会が、地元の夏祭り「船城ふるさと祭り」の
50 周年を記念して開催。
　尾木さんは「学校は教育の場だけでなく、子
ども、親、地域をつなげる場所になって欲しい」
と話し、子ども参加の学校・社会づくりなどを
テーマに講演しました。

笑いなどを交え会場を盛り上げながら講演する尾木さん

第 27 回全国高等学校女子硬式野球選手権大会

史上最多となる 58 チームが出場

優勝を決め、喜びを爆発させる神戸弘陵学園高等学校の選手たち

　７月 22 日から 8 月 1 日まで、第 27 回全国高
等学校女子硬式野球選手権大会が開催されました。
史上最多となる 58 チームが出場した今大会は予選
トーナメントを丹波市と淡路市に分かれて行われ
ました。
　８月１日に阪神甲子園球場で行われた決勝戦で
は神戸弘陵学園高等学校（兵庫県）が岐阜第一高
等学校（岐阜県）を８対１で破って、２年ぶり３
度目の優勝を飾りました。
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地元企業の魅力を PR

小学生対象の企業見学会を開催
　
　

　
　８月 4 日、市内小学生を対象とした企業見学
会が開催されました。参加者は兵庫パルプ工業
株式会社、株式会社村上社寺工芸社、株式会社
ささめ針、株式会社大地農園の市内企業 4 社を
見学しました。
　兵庫パルプ工業株式会社では 6 トンもの原料
をつかむクレーンや原料を燃やしている炉を見
学。参加者からは、「電気と紙、同じ工場から別
のものが生産されるのがすごい」と話しました。

足湯も登場！暑い夏に学生たちの熱い企画

探究フェス 2023 を初開催
　
　

　７月 30 日、青垣住民センターで氷上西高校の
生徒による地域課題解決の授業の中間発表とオー
プンハイスクールを兼ねた「探究フェス 2023」が
開催されました。会場には生徒自作のお化け屋敷、
ミニ水族館、丹波市の魅力紹介動画の上映や足湯
のブースなどがあり、大人顔負けの工夫した企画
で参加者を楽しませていました。
　参加した中学生からは「足湯の湯加減が最高で
30 分は入っていた。どの企画もクオリティが高く、
企画側で挑戦してみたい」という声が聞かれました。

クレーンが６トンの原料をつかむ様子に息を飲む参加者

足湯に浸かりながら会話を楽しむ親子

丹波市から少林寺拳法で全国、世界へ挑戦！

西垣くん、中山くんが表敬訪問

　８月 18 日から新潟県で開催される「第 17 回
全国中学生少林寺拳法大会」に出場する青垣中学
校１年生の中山碧

あおし

くんと、10 月 7 日から東京都
で開催される「2023 少林寺拳法世界大会」に出
場する青垣小学校６年生の西垣蓮

れ ん す け

介くんが、７月
31 日、出場報告に市長を訪問しました。
　西垣くんは「緊張はなく、楽しみながら上位を
めざす」と話し、中山くんも「修行の経験を生か
してまずは準決勝をめざす」と活躍を誓いました。

林市長とポーズをとる中山くん、西垣くん（写真左から）

夏休みに科学の楽しさを体感

青少年のための科学の祭典を開催
　
　７月 30 日、丹波ゆめタウンで「青少年のため
の科学の祭典丹波会場大会 2023」が開催されま
した。会場には、ジオラマを使って土石流の発生
を再現する実験などの 17 種類のブースが設けら
れ、参加者は実験やワークショップを通して科学
に対する興味を深めました。
　プログラミングを体験した西野浩

ひ ろ あ き

朗くんは「災害
時に表示や警告音が出るプログラミングを自分で作
成できて楽しかった」と興奮気味に話しました。

プログラミングに挑戦する西野くん（写真左）
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丹波の“幸せさん”を紹介

令和４年８月 28 日　芦田 美
み ゆ

優ちゃん

令和元年８月 14 日　鎌
か ま だ

田 汐
せ な

夏ちゃん（写真左）
妹さんと一緒に♪　

誕生日

はぴたん
Happy Tamba

柏原町
北山

LINE の登録はこちらから→

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれ
た子、新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介しま
す。市の公式ラインで毎月 20 日前後
に掲載者になれるクーポンを配信して
います。

令和４年８月 25 日　上田 涼
す ず か

楓ちゃん

氷上町
本郷

誕生日

氷上町
稲畑

誕生日

平成 29 年８月 28 日　山本 晴
は る と

都くん

令和４年８月 18 日　荻野 糸
い と は

葉ちゃん

誕生日

誕生日

柏原町
柏原

令和４年８月７日　塩見 碧
あ お い

生くん（写真中央）
お姉さん、お兄さんと一緒に♬

青垣町
小倉

令和５年７月５日　中村 早
さ な

那ちゃん（写真右）令和３年８月 12 日　中村 建
け ん と

斗くん（写真左）

山南町
岡本

誕生日

氷上町
石生

誕生日

出生



掲示板
Bulletin board

市内交通事故発生状況
総人口　６１，１１２人         ( △３３)
　 男　   ２９，５１６人        　 ( △４)
 　女　   ３１，５９６人         ( △２９)
世帯数　２６，３２１世帯    　( △３)
＊令和５年 7 月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

死　　者　　       ０人　　        （０）
傷　　者　       １３人    　        （４）
人身事故           １１件　　        （４）
物損事故　　１３６件  　 　　（８）   
＊令和５年７月の状況・   （　）内は前月比

マイナンバーカード時間外交付

世帯数と人口

次回の休日開庁日

９月 14 日（木）午後５時 15 分～７時
９月 21 日（木）午後５時 15 分～７時
９月 23 日（土）午前９時～正午
毎月第２・３木曜日、第４土曜日の時間外にマイ
ナンバーカードの交付を行います。前日までに本
庁舎市民課および各支所に予約してください。
問市民課（本庁舎内）☎ 82‐2002

８月 26 日（土）・９月 23 日（土）
午前９時～正午　＊本庁舎市民課のみ
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務
住民票、戸籍謄（抄）本、印鑑登録、印鑑登録
証明書、住民票、戸籍に関する諸証明書、マイ
ナンバーカード申請※転入・転出の届出や税務
証明の発行は行っていません。
問市民課（本庁舎内）☎ 82‐2002

８月 29 日（火）午前 10 時～午後４時 
■ところ／春日住民センター
10 月 12 日（木）午前 10 時～午後４時 
■ところ／山南住民センター
10 月 20 日（金）午前 10 時～午後４時 
■ところ／氷上住民センター

９月   ３日 （日）安井不二男　 （心療内科）
９月 10 日 （日）上山　知己 　（内科）
９月 17 日 （日）大野　伯和     （外科）
９月 18 日 （月）吉積　宗範　（内科）
９月 23 日 （土）平島　　顕　 （整形外科）
９月 24 日 （日）田中　健雄　（内科）
■受付時間／午前８時 30 分～ 11 時 30 分、
午後１時～４時 30 分
■ところ／健康センターミルネ
※来院前に必ず電話してください。☎ 88‐5800
問 健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5082

献血のお知らせ

休日応急診療所当番医

23　　 2023.8 たんば

７月届出分　行政区順（敬称略）戸籍のまど

小林　稜
ろ い

依　拓
たく み

未	 柏原町柏原

橋本　汐
しお り

璃　　凌
りょう

	 柏原町南多田

小島　美
み お

緒　信
しんぺい

平	 氷上町上成松

足立　陽
ひな た

向　陽
ようすけ

祐	 氷上町上成松

金子　奈
な お

央　健
けん た

太	 氷上町下新庄

佐野　真
しんいちろう

一郎　　聡
さとし

	 氷上町成松 

大西　奏
かな う

羽　央
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谷垣　晴
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泉　　敏
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子　87歳	 氷上町新郷

足立　みよ子
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　91歳	 氷上町賀茂
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義　83歳	 青垣町小倉
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雄　86歳	 山南町谷川

大杉　　甫
はじめ

　87歳	 山南町岩屋

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

和田　光
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平　76歳	 山南町岩屋
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せい ご

五　75歳	 山南町小畑
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大垣　昭
てる よ

代　94歳	 山南町草部
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こと み

冨　95歳	 市島町下鴨阪

藤田　ふみゑ　76歳	 市島町上竹田

吉見　剛
こういち

一　93歳	 市島町上垣

西山　てる子
こ

　94歳	 市島町喜多

一色　作
さくいち

一　94歳	 市島町北奥

溝畑　すづゑ　84歳	 市島町勅使
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環境
environment

　ゼロカーボン達成に向けて、日常生活のちょっとした配慮で実践で
きる「丹波市ゼロカーボンアクション」を紹介します。 丹波市ゼロカーボン

アクション

　 環境課（丹波市クリーンセンター内）☎ 78‐9999問

身近なところから取り組もう！
丹波市ゼロカーボンアクション

くらしの工夫で節電をしよう

■環境 T
ト ピ ッ ク ス

OPICS

丹波市ゼロカーボンアクション

設置に最大 20 万円を補助します
薪ストーブ・薪ボイラー

不法投棄防止の対策を
まちのきれいを保つために

☑ 買い替えの際に省エネ家電を導入

☑ 使わない時は電源を切る

環境にやさしく、電気代を節約できます。

クールビズやウォームビズなど服装を工
夫し、エアコンの設定温度の上げ過ぎ、
下げ過ぎを控えましょう。

☑ 服装を工夫して温度を調整

照明やテレビなどはつけっぱなしにせず、使
用しない時は電源を切るようにしましょう。

　冷蔵庫やテレビなどの家電を省エネ製品
に買い替えたり、蛍光灯を LED 照明に変更
することで、節電につながります。
　また、エアコンとサーキュレーターの併
用や昼間は自然光を活用し、照明を使用し
ないことでも、節電効果が期待できます。

　土地の所有者または管理者は、その土地に
廃棄物が捨てられた時は、自らの責任で処理
しなければなりません。日ごろから、むやみ
に人が立ち入ることがないように囲いを設け
るなど、土地を管理してください。不法投棄
は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律によ
り、厳しい罰則が適用されます。
　不審な行動を見かけたときは、環境課また
は警察署に連絡してください。　

■対象／市内在住の個人・法人・事業者など
■補助要件／下記のとおり
①薪ストーブなどの主たる材質が鋳鉄・鋼板
などで未使用品であること
②二次燃焼などの性能があるもので、二重断
熱構造の煙突を使用すること
③関係法令で定める設置基準を遵守すること
④丹波市産のよく乾燥した薪を燃料にすること
※そのほか詳細要件あり
■補助金額／工事費を除く購入費用の３分の
１以内※１台あたり上限 20 万円※先着 15 人
■申請期限／令和６年１月 31 日（水）まで
■そのほか／設置工事前に申請が必要です。
詳細は、環境課まで問い合わせまたはホーム
ページを確認ください。　

１日あたりのごみの排出量目標値：１人４１２g
７月の 1 日あたりのごみ排出量：１人４２４g（△ 30g）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は前月比

目標値達成まで、1 日卵約 1/5 個分のごみを減らそう！

山の中に不法投棄されたごみ

みんなで家庭ごみ減量チャレンジ！

目標値

R5.1 （月）

（g）

200

400

600
453 450 456 439 389 446 407 465 454 424426

496

１人１日当たりの家庭系可燃ごみの排出量推移

432

R4.7 11 1210９ ６ ７３８ ５４２

　 環境課（本庁舎内）☎ 82‐1290問申


